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発行：愛知県豊山町議会
　令和５年11月１日

私たちの声を届けたよ （関連記事P16）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりました
・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

P4～6

P7～15

P 16

議案PICK UP

8人が一般質問

子ども議会

学校のトイレをきれいに

放課後の遊びについて

子ども消防クラブについて
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坂口　恵翠

加藤　知輝

縄田　健人

山口　蓮

内山　斡大

子供会の減少と対策は

子どもたちが安全に通行できる歩道を

給食の量を増やしては
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4

志水　亮太

太田　陽葵

太田　樹

石黒　巧真

議長 内山　斡大 志水　亮太
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子
ど
も
議
員
か
ら

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

８．２８（月）

広報編集委員

委 員 長 岩村 みゆき

委　　員 岡島 政信／岡島 剛／岩下 竜也

副委員長 作野 桂子

①学校の体育館や社教センターに
　エアコン設置を
②スカイプール廃止の理由は

①小学校の部活動について
②スポーツ少年団の入団者数について

①部活動が無くなった理由は
②議会に地空人はくるのか
③ボール遊びができる公園が少ない
　という質問のその後について

12月　4日（月）　開会・議案説明
　　  11日（月）　一般質問
　　  12日（火）　議案質疑

13日（水）　福祉建設委員会
　　　　　  総務文教委員会
14日（木）　予算決算特別委員会
15日（金）　討論・採決・閉会

開始時間は午前9時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

次回定例会の予定

P2・3町制50周年の感謝
（令和４年度決算） 町のホームページから子ども議会をご覧いただけます。

https://www.town.toyoyama.lg.jp/chosei/gikai/1005710.html議員は選挙区内の方に、答礼のための自筆によるもの
を除き、年賀状、寒中見舞いなどの挨拶状を出すことを
禁止されています。
ご理解をお願いします。

年賀状などの挨拶状の禁止

　
今
回
議
長
と
い
う
大
役

を
体
験
で
き
、
緊
張
し
ま

し
た
が
自
信
が
つ
き
色
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
議

会
が
行
わ
れ
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い
る
の
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も
知
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
と
て
も
良
い
経
験
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で
き
ま
し
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。

　
始
め
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ょ
う
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け
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ど
、
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ん
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て
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後
に
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ょ

う
な
ん
て
な
く
な
り
ま
し

た
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貴
重
な
体
験
が
出
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て
よ
か
っ
た
で
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地
空

人
く
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が
来
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は
お
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し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
、
僕
は
初
め
て
子

ど
も
議
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
質
疑
で
子
ど
も
議
員

と
し
て
立
っ
た
時
は
少
し

緊
張
し
ま
し
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が
、
普
通

で
は
味
わ
え
な
い
体
験
が

出
来
て
と
て
も
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
次
回
も

参
加
し
て
今
度
は
議
長
に

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
子
ど
も
議
会

で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

ま
し
た
。

　
あ
と
は
、
校
外
学
習
で

も
行
け
な
い
、
町
長
さ
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が
議
会
を
す
る
と
こ
ろ
に

も
入
れ
て
う
れ
し
か
っ
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で
す
。
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税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

ごみ処理、検診など
にかかるお金

労働支援者などに
かかるお金

道路整備費などにかかるお金

農業対策などにかかるお金

消防活動にかかるお金

借金の返済にかかるお金 議会の運営に
かかるお金

給食、小中学校の施設
管理などにかかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

商工業や観光振興
などにかかるお金

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

前年度からの持越しのお金

国からの分配金

国からの補助金など

他会計からのお金

県からの
補助金など

保育料など

借金など

50年の感謝を胸に50年の感謝を胸に 新たな一歩へ新たな一歩へ

　歳入決算額は81億6344万円で、令和３年度に比べ２億7515万円
（3.3％）減少している。構成比では町税が51.7％、国庫支出金12.9％、
地方消費税交付金5.6％、繰越金5.5％、繰入金5.3％の順となっており、
これらの５科目で総収入の81％を占めている。

町税 42億2423万円

総務費 17億3287万円

民生費 25億2217万円

特別会計決算状況
基金残高

令和4年度に行った注目事業 歳入の概要

繰入金
4億2998万円 繰越金

4億4630万円
繰越金
4億4630万円

諸収入
2億7111万円

町債
3億3700万円

県支出金
4億1282万円

国庫支出金
10億5348万円

交付税・
その他交付金
8億2777万円

交付税・
その他交付金
8億2777万円労働費

5万円
農林水産業費 9836万円

商工費
1億2814万円

公債費 2億686万円 議会費 9946万円

消防費 3億1482万円

教育費
10億9273万円

分担金及び負担金
3200万円
分担金及び負担金
3200万円

使用料及び手数料
1億259万円
使用料及び手数料
1億259万円

衛生費
7億3102万円
衛生費
7億3102万円

土木費
9億3041万円
土木費
9億3041万円

歳入決算額 81億6344万円歳出決算額 78億5689万円

財産収入他
2616万円

◎令和5年3月末現在

会計名
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス
公共下水道
合計

12億5537万円
2億4697万円
10億7656万円

559万円
6億8440万円
32億6889万円

財政調整基金
介護保険基金
遺児高校入学祝金支給事業基金
教育施設整備基金
公共施設等保全整備基金
森林環境譲与税基金
豊山町町制施行50周年記念事業基金

19億 376万円
8991万円
170万円

2億9542万円
4億1763万円

303万円
0円

令和4年度議長交際費 8万6700円

50周年記念事業 4697万円
町の避難所・にぎわい施設の整備 1億7219万円
放課後子ども教室事業 713万円
豊山小学校トイレ改修 1億8054万円
議会のインターネット中継配信 80万円

12億3712万円
2億4506万円
10億6978万円

360万円
6億8289万円
32億3845万円

歳入 歳出

９
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
４
日
か
ら
21
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。財
政
健
全
化
判

断
比
率
な
ど
の
報
告
２
件
、人
事
案
件
２
件
、条
例
の
制
定
２
件
、条
例
の 

一 

部
改
正
２
件
、令

和
４
年
度 

一 

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
６
件
、令
和
５
年
度 

一 

般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
補
正
予
算
７
件
、意
見
書
の
提
出
な
ど
22
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

◎万円で端数調整をおこなっています

歳入歳出

全員賛成　認定

令和4年度

一般会計
決 算

豊山木遣保存会のアトラクション

記念事業の司会を務めたジュニアリーダー
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議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します。
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一
般
質
問

議
案 

P
I
C
K 

U
P

９
月
定
例
会

一
般
質
問

議
案 

P
I
C
K 

U
P

９
月
定
例
会

令和５年第３回定例会（９月）
番　号 議　案 審議結果

議案第51号 固定資産評価審査委員会委員（安藤進啓）の選任 全員賛成同意

議案第52号 教育委員会委員（志水千鶴）の任命 全員賛成同意

議案第53号 わたぬき基金条例の制定 全員賛成可決

議案第54号 下水道事業の設置等に関する条例の制定 全員賛成可決

議案第55号 社会教育センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 全員賛成可決

議案第56号 スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 全員賛成可決

議案第57号 令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第58号 令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第59号 令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第60号 令和４年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第61号 令和４年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第62号 令和４年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第63号 令和５年度一般会計補正予算（第３号） 全員賛成可決

議案第64号 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第65号 令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第66号 令和５年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第67号 令和５年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第68号 令和５年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第69号 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

発議第３号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める
意見書の提出 全員賛成採択

発議第４号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出 全員賛成採択

発議第５号 愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出 全員賛成採択

議長は議決には加わりません　太字は議案ＰＩＣＫ ＵＰに掲載

議 案 一 覧



議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します。
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わたぬき基金条例の制定議案
第53号

一般会計歳入歳出決算議案
第57号

●平成14年まで開設していた綿貫医院の親族から受けた寄附金の使途や運
用方法を明確にするため、綿貫様の名字を冠した基金条例を創設

Q   運用方法を聞く。

A   子ども関連事業や福祉・医療
　 関係事業に充てたい。

Q  総括として町長の感想を聞く。

A  たくさんの事業が滞りなく実施できた。
町民・関係機関の皆さまに厚く御礼申し
上げる。

　 記念事業について、若手職員が率先して
考えてくれたため、職員にも大きな財産
となった。この経験やつながりを大切に
して、豊山町をさらに発展させたい。 

Q  利用者からの要望は。課題はあるのか。

A  産後ケアを利用された方は２名。利用者から
は上限の７日間を連続して利用したい希望が
あったが、空きベッドが確保出来ず２回に分
けて利用していただいた。課題は、希望した
日や日数を利用できるように、実施医療機関
の拡大などに取り組むことである。

基金への
積立額 ５億8307万5839円

今後の
スケジュール

令和５年10月　
具体的な事業の検討
令和６年３月
議会に当初予算の上程

町制施行50周年記念事業� 4697万円

産後ケア事業� 16万円

50周年最後のイベント



９月１２日（火）８人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

◎全文記録（議事録）は、12月上旬に町ホームページ掲載しますのでご覧ください。

議会だよりには、太字のみ掲載
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一般会計補正予算議案
第63号

Q  新商品にはどのようなものがあったのか。

A  空港や北部市場など、地元の特色を生かし
た商品が４件、事業者として新たな分野に
挑んだ商品が５件あった。

Q  物価上昇の影響により、保護者への負担は増
えるのか。国や県からの補助金はあるのか。

A  材料購入費の急激な上昇に速やかに対応する必
要があり、今年度の不足分は町の一般会計から
支出する。次年度以降の給食費については、見
直しを検討せざるを得ないと考えている。

Q  ふるさと寄附金返礼品の申請件数は。

A  ７件の商品が登録申請された。

Q  影響額はいくらか。

A  国や県の負担金を除いた、513万7千円が半年分の影響額である。

新商品開発チャレンジ補助金� 541万円

給食材料費の高騰対応� 1543万円

Q  就労継続支援B型事業所への移行が延期になった理由と今後の予定は。

A  職員の配置基準であるサービス管理責任者の応募がなく、令和５
年10月の開始が困難となった。今後は、現在の社会福祉協議会職
員を２年かけサービス管理責任者として養成していく。事業所の
開所は令和７年４月に延期することが理事会で決議された。

社会福祉協議会指定管理料の増額� 657万円

●保育園 131万円、小中学校 1412万円増額

第２回新商品・新サービス
合同記者発表会
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９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

１ 大 口 司 郎 ⃝ＰＦＡＳについて
⃝愛知県からの派遣職員について P.８

２ 熊 沢 直 紀 ⃝スカイプールの今後のあり方について P.９

３ 作 野 桂 子 ⃝不登校対策の推進を
⃝公共施設マネジメントの取り組みを P.10

４ 岡 島 　 剛 ⃝今後の公共交通について P.11

５ 岡 島 政 信 ⃝町の防災施策について P.12

６ 岩村みゆき ⃝子育ての伴走型支援と読書活動について
⃝志水小学校区の交通安全対策について P.13

７ 岩 下 竜 也 ⃝職員が働きやすい職場づくりについて P.14

８ 坂 田 芳 郎 ⃝中学校移転話の進捗状況を問う P.15
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一
般
質
問

一
般
質
問

議
案 

P
I
C
K 

U
P

議
案 

P
I
C
K 

U
P

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

A.中学校はフラットな立ち位置で検討

Q.
町
職
員
の
負
担
軽
減
は

A.
十
分
さ
れ
て
い
る

お お ぐ ち

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

Q. Q.
A.

ＰＦＡＳの不安の払拭は

必要な措置を講ずるく ま ざ わ

熊沢直紀 議員
KUMAZAWA Naoki

 し ろ うな お  き

スカイプールと
中学校のあり方は

　

新
聞
報
道
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
で
も
豊
山
配
水
場
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

は
報
道
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
不

安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

住
民
の
健
康
に
対
す
る
不
安
を

払
拭
す
る
の
は
、
町
長
の
重
大
な

役
割
で
あ
る
の
で
、
国
の
基
準
が

示
さ
れ
た
ら
的
確
か
つ
効
果
的
な

対
応
を
お
願
い
す
る
。

Q
町
長
は
、
い
つ
頃
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

問
題
を
知
っ
た
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

令
和
３
年
３
月
の
豊
山
配
水

場
の
水
質
検
査
の
際
に
、
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
が
厚
労
省
の
暫
定
目

標
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
、
企
業

団
か
ら
企
業
長
で
あ
る
町
長
に
報

告
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。

Q
豊
山
配
水
場
は
、
令
和
３
年

に
配
水
を
停
止
し
て
い
る
と

新
聞
で
は
報
道
さ
れ
て
い
る
が

「
危
険
」で
あ
る
か
ら
配
水
を
停
止

し
た
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

厚
労
省
の
対
応
の
手
引
き
に

基
づ
い
て
、
豊
山
配
水
場
の
井
戸

水
の
汲
み
上
げ
を
停
止
し
た
。

Q
同
じ
く
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ

れ
た
各
務
原
市
の
対
応
と
し

て
、
浄
水
器
の
取
り
付
け
、
曝
気

槽
を
年
内
に
設
置
す
る
計
画
で
あ

る
と
の
こ
と
。
豊
山
町
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る

の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

現
在
汲
み
上
げ
を
停
止
し
て

い
る
豊
山
配
水
場
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は

そ
の
後
、
暫
定
目
標
値
を
下
回
っ

て
い
る
。

　

国
が
新
た
に
基
準
や
調
査
方
法

を
提
示
し
た
際
に
は
、
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
。

Q
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
は
、
最
近
は

テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
が
先

行
し
町
か
ら
の
情
報
の
提
示
が
不

足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

原
因
の
究
明
と
健
康
へ
の
影

響
、
農
作
物
へ
の
残
留
な
ど
住
民

の
不
安
を
払
拭
す
る
計
画
は
あ
る

の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

町
は
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
後
も
、

適
切
に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

　

町
長
の
日
頃
か
ら
の
町
政
に
対

す
る
姿
勢
「
１
人
も
取
り
残
さ
な

い
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
に
つ
い

て
は
、
町
の
職
員
に
も
当
て
は
ま

る
も
の
だ
と
確
信
す
る
。

　

現
在
、
町
に
は
洪
水
対
策
な
ど

大
型
で
喫
緊
の
問
題
が
多
数
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

Q
現
在
、
愛
知
県
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
る
職
員
の
人
数
、
役

職
、
具
体
的
業
務
、
県
へ
の
負
担

額
は
。

A
総
務
部
長

県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
職

員
は
、
理
事
、
参
事
、
教
育
参
事

の
３
人
。

　

公
共
交
通
、
空
港
を
活
用
し
た

地
域
振
興
、
防
災
拠
点
、
治
水
対

策
、
学
校
の
組
織
編
制
、
学
習
指

導
な
ど
に
関
す
る
業
務
で
あ
る
。

派
遣
職
員
３
人
の
愛
知
県
へ
の
負

担
額
は
約
1
9
6
5
万
円
。

Q
派
遣
職
員
の
具
体
的
な
事
務

と
そ
の
成
果
や
評
価
は
。

　

県
か
ら
の
派
遣
職
員
で
な
い
と

対
応
が
で
き
な
い
理
由
は
。

A
総
務
部
長

具
体
的
事
務
は
、
質
問
１
の

業
務
に
加
え
、
他
機
関
と
の
連
絡

調
整
で
あ
る
。
町
職
員
と
は
異
な

る
視
点
に
基
づ
く
、
助
言
や
示
唆

に
価
値
が
あ
る
。

Q
派
遣
職
員
で
な
け
れ
ば
、
対

応
が
で
き
な
い
重
要
な
事
案

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。
町
の
職
員
の
負
担
は
軽
減
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

こ
の
状
況
は
、
重
要
な
事
案
を

解
決
で
き
る
ま
で
続
け
る
の
か
。

A
総
務
部
長

町
職
員
の
負
担
が
十
分
軽
減

さ
れ
て
い
る
。
町
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
、
引
き
続
き
派
遣

を
お
願
い
す
る
。
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る
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OGUCHI Shiro

Q. Q.
A.

ＰＦＡＳの不安の払拭は

必要な措置を講ずるく ま ざ わ

熊沢直紀 議員
KUMAZAWA Naoki

 し ろ うな お  き

スカイプールと
中学校のあり方は

　

先
の
６
月
議
会
に
於
い
て
、
教

育
長
は
「
豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル
を

廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
時
期
は

令
和
６
年
度
を
最
終
開
場
と
し
、

廃
止
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」

と
答
弁
を
さ
れ
た
。
こ
こ
数
年
間

で
約
6
3
0
0
万
円
の
改
修
工
事

費
を
使
っ
て
い
る
。
現
状
の
ま
ま

で
、
ま
だ
10
年
は
使
え
そ
う
に
思

わ
れ
る
。
な
ぜ
、
令
和
６
年
度
ま

で
で
閉
館
す
る
の
か
、
綿
貫
医
院

様
の
寄
附
金
５
億
8
3
0
0
万
円

の
内
、
３
億
4
0
0
0
万
円
を
使

用
し
て
改
修
す
れ
ば
よ
い
。
町
長

は
、
６
つ
の
公
約
の
中
で
「
豊
山

中
学
校
を
移
転
・
新
築
し
ま
す
」

と
謳
っ
て
い
る
。

Q
ス
カ
イ
プ
ー
ル
に
多
大
の
改

修
費
用
が
掛
か
る
か
ら
、
廃

止
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
幸
い
に

も
本
年
度
、
綿
貫
医
院
様
よ
り
５

億
８
３
０
０
万
円
の
町
へ
の
寄
附

が
あ
っ
た
。
こ
の
寄
附
金
を
使
っ

て
、
わ
た
ぬ
き
ス
カ
イ
プ
ー
ル
と

す
れ
ば
綿
貫
様
も
喜
ば
れ
る
。
町

長
の
考
え
は
如
何
か
。

A
総
務
部
長

寄
附
金
は
、
わ
た
ぬ
き
基
金

を
設
け
、
基
本
的
に
そ
の
利
子
を

子
ど
も
関
係
事
業
な
ど
に
充
当
す

る
。Q

第
８
回
豊
山
中
学
校
施
設
整

備
基
本
構
想
会
議
に
於
い

て
、
目
指
す
べ
き
豊
山
中
学
校
の

あ
り
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

2
0
0
0
人
に
対
し
て
送
付
し
、

6
7
3
人
の
回
答
が
あ
っ
た
。
そ

の
他
ご
自
由
な
意
見
の
中
で
、
移

転
改
築
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

は
５
意
見
で
あ
り
、
改
築
場
所
は

現
在
の
場
所
が
よ
い
と
い
う
意
見

は
19
意
見
で
あ
っ
た
。
改
築
場
所

は
現
在
の
場
所
が
よ
い
と
の
意
見

の
多
い
中
、
プ
ー
ル
跡
地
へ
の
移

転
・
新
築
へ
誘
導
を
し
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
プ
ー
ル
廃
止
は
町
長

の
意
向
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

目
指
す
べ
き
中
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
何
が
最
適
か
を
建

設
場
所
を
含
め
フ
ラ
ッ
ト
な
立
ち

位
置
で
検
討
し
て
い
る
。
建
設
場

所
に
つ
い
て
は
次
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

Q
色
々
な
団
体
に
聴
取
し
、
現

在
の
中
学
校
は
、
敷
地
が
狭

い
か
ら
広
い
場
所
へ
の
移
転
が
よ

い
と
誘
導
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
は
、
地
上
の

階
数
を
増
や
し
、
地
下
の
階
数
を

考
え
れ
ば
よ
い
。
地
下
を
数
階
に

し
て
、
地
下
駐
車
場
も
造
り
、
地

域
住
民
の
防
災
用
避
難
場
所
の
観

点
か
ら
、ミ
サ
イ
ル
用
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
の
機
能
や
備
蓄
倉
庫
と
し

て
活
用
す
る
と
よ
い
が
、
町
長
の

考
え
は
如
何
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

意
見
聴
取
の
質
問
項
目
も
ア

ン
ケ
ー
ト
と
同
様
の
趣
旨
で
設
定

し
て
い
る
。
議
員
か
ら
の
提
案
は
、

意
見
と
し
て
承
る
。

Q
最
終
的
に
プ
ー
ル
跡
地
に
中

学
校
を
移
転
・
新
築
す
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
、
プ
ー
ル
跡
地

だ
け
で
は
狭
く
、
西
側
の
駐
車
場

も
取
り
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
プ
ー
ル
西
側
の
駐
車
場
が
な

く
な
れ
ば
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

で
、
今
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
て
い

る
年
中
行
事
的
な
催
し
、
文
化

展
・
商
工
祭
・
と
よ
や
ま
de
な
い

と
な
ど
を
開
催
す
る
場
合
の
駐
車

場
に
来
訪
者
が
困
る
。
ま
た
、
運

動
場
の
利
用（
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
）
が
困
難
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
に
解
決
さ

れ
る
の
か
町
長
よ
り
具
体
的
な
答

弁
を
頂
き
た
い
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル
と
そ
の

駐
車
場
を
改
築
場
所
と
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

オープン当初のスカイプール（平成３年）
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豊
山
町
で
は
小
・
中
学
校
の
不

登
校
児
童
生
徒
が
年
々
増
加
し
、

令
和
４
年
度
は
70
人
も
い
る
。

　

全
国
で
は
、
専
門
機
関
な
ど
で

相
談
や
指
導
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
90
日
以
上
不
登
校
の
児
童
生
徒

が
約
４
万
６
千
人
い
る
。

　

文
科
省
は
令
和
５
年
３
月
31
日

に
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学

び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策

に
つ
い
て
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

ン
）」
を
通
知
し
「
学
校
や
学
び
の

場
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
」

「
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
多
様
な

支
援
を
行
う
」
と
文
部
科
学
大
臣

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た
。

　

不
安
と
葛
藤
の
中
で
生
き
て
い

る
子
ど
も
た
ち
、
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
支
援
と
は
何
か
。
こ
れ
か

ら
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
考
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
も

「
不
登
校
に
よ
り
学
び
に
ア
ク
セ
ス

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
ゼ
ロ
に

す
る
」
た
め
の
新
た
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

Q
学
び
た
い
と
思
っ
た
時
に
学

べ
る
環
境
を
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
有
効
な
手
立
て
の
一
つ

と
し
て
考
え
、
他
の
自
治
体
の
情

報
を
収
集
し
て
い
る
。

Q
不
登
校
に
な
っ
た
時
「
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
良
い
か
分
か

ら
な
か
っ
た
」
「
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
な
か
な
か
紹
介
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
届
い

て
い
る
。
保
護
者
が
必
要
と
す
る

情
報
を
ま
と
め
て
渡
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
学
校
と
の
や
り
と
り

に
困
惑
す
る
保
護
者
も
多
い
た
め
、

学
校
に
望
む
対
応
の
希
望
を
聴
き

取
る
た
め
の
、
対
応
希
望
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

年
度
初
め
に
啓
発
資
料
を
配

布
し
て
い
る
。
今
後
も
保
護
者
へ

の
メ
ー
ル
配
信
な
ど
積
極
的
に
周

知
を
図
る
。
対
応
希
望
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
学
校

と
保
護
者
間
の
連
絡
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
し
て
参
考
に
す
る
。

　

町
民
か
ら
「
中
学
校
の
建
て
直

し
は
ど
う
な
る
の
か
」「
現
在
の
中

学
校
の
体
育
館
に
空
調
設
備
を
整

備
す
る
の
は
何
故
か
」「
ス
カ
イ

プ
ー
ル
が
廃
止
に
な
る
理
由
は
」

「
古
い
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

今
後
の
計
画
は
」
な
ど
公
共
施
設

に
つ
い
て
様
々
な
質
問
を
受
け
て

い
る
。
豊
山
町
で
は
、
た
く
さ
ん

の
公
共
施
設
が
本
格
的
な
更
新
や

修
繕
が
集
中
す
る
時
期
を
迎
え
る
。

し
か
し
、
人
口
減
少
や
超
高
齢
社

会
の
進
行
に
伴
い
、
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

　

公
共
施
設
の
総
量
や
更
新
費
用

を
町
の
人
口
や
財
政
規
模
に
合
っ

た
適
正
水
準
と
し
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
を
持
っ
て
総
合

的
・
計
画
的
な
管
理
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
町
民
へ
の
情
報
公
開
、
合

意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

Q
担
当
職
員
に
は
専
門
ス
キ
ル

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
全

職
員
の
意
識
啓
発
と
認
識
共
有
の

推
進
の
た
め
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
修
が
必
要
で
は
。

A
総
務
部
長

外
部
の
講
師
を
招
く
な
ど
、

研
修
の
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

Q
施
設
カ
ル
テ
（
修
繕
状
況
・

人
件
費
・
減
価
償
却
な
ど
）

を
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長

施
設
カ
ル
テ
の
公
表
に
向
け
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

文科省
COCOLO

プラン
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「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
よ

り
、
一
般
企
業
で
は
2
0
1
9

年
、
中
小
企
業
で
は
2
0
2
0
年

か
ら
、
時
間
外
労
働
の
上
限
が
、

年
7
2
0
時
間
と
規
制
さ
れ
た
。

　

2
0
2
4
年
４
月
か
ら
は
、
ト

ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
自
動
車
運
転
者
に

つ
い
て
も
「
改
善
基
準
告
示
」
が

改
正
さ
れ
、
拘
束
時
間
、
運
転
時

間
、
休
息
時
間
、
休
日
労
働
に
つ

い
て
の
基
準
が
大
き
く
見
直
さ
れ

る
。

　

こ
の
見
直
し
の
趣
旨
は
、
長
時

間
労
働
の
常
態
化
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
ハ
イ

ヤ
ー
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
つ
い
て
、
時
間
外
労
働
の

上
限
を
規
制
し
、
勤
務
間
の
休
息

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
を
守
り 

ひ
い
て
は
輸
送
の
安
全
を
守
る
た

め
で
あ
る
。

　

数
年
来
、
定
期
運
行
の
バ
ス
、

長
距
離
運
行
の
バ
ス
を
問
わ
ず
、

バ
ス
の
事
故
は
頻
発
し
て
き
た
状

況
が
あ
り
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
き
た
中
で
、こ
の「
改

善
基
準
告
示
」
の
改
正
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
時
間
が
適
正
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
運
行
の
安
全
が
担

保
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
各
交
通
事

業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
状
況

が
長
期
化
・
常
態
化
し
て
い
る
こ

と
も
現
実
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
併
せ
考
え
る
と
、
現

在
の
町
内
を
運
行
し
て
い
る
各
路

線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が
維
持
さ
れ
る

の
か
を
危
惧
し
て
い
る
。

Q
現
在
、
町
が
把
握
し
て
い
る

名
鉄
、
あ
お
い
交
通
、
名
古

屋
市
交
通
局
の
各
交
通
事
業
者
の

2
0
2
4
年
４
月
以
降
の
対
応
方

針
な
ど
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。A

産
業
建
設
部
長

町
と
し
て
も
、
各
事
業
者
の

対
応
、
特
に
各
路
線
の
ダ
イ
ヤ
が

現
状
と
比
較
し
て
同
じ
ぐ
ら
い
維

持
さ
れ
る
の
か
、
減
便
の
場
合
は

ど
の
程
度
に
な
る
の
か
な
ど
に
つ

い
て
、
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

　
「
改
善
基
準
告
示
」の
改
正
に
つ

い
て
は
、
慢
性
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
へ
の
対
応
が
困
難
な
事
業
規

模
の
小
さ
な
バ
ス
運
行
事
業
者
へ

の
影
響
が
大
き
い
と
聞
い
て
い

る
。
と
り
わ
け
ド
ラ
イ
バ
ー
の「
連

続
運
転
時
間
」
の
削
減
と
「
休
息

時
間
」
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、

他
自
治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

で
も
大
変
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、

本
町
内
を
運
行
し
て
い
る
各
事
業

者
と
も
、 
検
討
中
の
部
分
が
多
い

状
況
の
た
め
、
引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
て
い
く
。

Q
町
と
し
て
、
2
0
2
4
年
４

月
以
降
を
見
据
え
、
各
交
通

事
業
者
に
対
し
て
、
路
線
の
維
持

は
も
ち
ろ
ん
、
既
存
の
ダ
イ
ヤ
の

維
持
を
ど
の
よ
う
に
要
請
し
て
い

く
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

町
と
し
て
公
共
交
通
、
特
に

「
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
」
は
町
民

の
方
々
の
重
要
な
移
動
手
段
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
日
頃
の
事

業
者
と
の
連
絡
の
際
だ
け
で
な

く
、
地
域
公
共
交
通
会
議
の
場
を

通
じ
て
、
路
線
の
維
持
は
も
ち
ろ

ん
、
既
存
の
ダ
イ
ヤ
の
維
持
を
要

請
し
て
い
く
。

ダイヤに影響が
出ないように

重要な移動手段のタウンバス

改正されるバス運転者の改善基準告示
見直し前 見直し後

１年の
拘束時間

原則
３３８０時間

原則
３３００時間

１日の
拘束時間 最大１６時間 最大１５時間

１日の
休息時間 継続８時間

継続１１時間以上
原則９時間を下回
らない
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Q.
志
水
小
学
校
区
の
交
通
安
全
対
策
は

A.
ゾ
ー
ン
30
の
導
入
を
検
討

　

９
月
３
日
（
日
）
に
、
第
44
回

豊
山
町
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
防
災
訓
練
は
、
町
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
と
い
っ
た
救
助
を
担
う
関

係
者
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
、
各
小
学
校
区
の
自
主

防
災
会
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
町
民

の
有
志
の
方
々
も
参
加
さ
れ
る
非

常
に
有
意
義
な
訓
練
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
５
年
度
の
訓
練

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
災
害
対
応

訓
練
」
に
加
え
て
、
隣
国
の
状
況

を
考
慮
し
た
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を

想
定
し
た
危
機
対
応
訓
練
」
も
併

せ
て
実
施
さ
れ
た
。

　

近
年
「
線
状
降
水
帯
」
に
よ
り

数
日
の
う
ち
に
例
年
の
ひ
と
月
分

の
雨
が
降
る
な
ど
、
以
前
と
は
雨

の
降
り
方
が
異
な
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
家
屋
、
事
業
所
、
田
畑
、
道

路
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
出
て
い

る
こ
と
は
現
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
被
害
が
出
て
し
ま

っ
た
際
の
対
策
を
日
頃
か
ら
計
画

し
て
お
く
こ
と
も
、
災
害
に
よ
る

被
害
の
発
生
を
防
ぐ
対
策
と
同
様

に
、
大
切
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
９
月
、
町
は
、
風
水

害
や
地
震
災
害
に
よ
り
居
住
す
る

家
屋
を
失
っ
た
町
民
の
方
の
た
め

に
、
愛
知
県
住
宅
供
給
公
社
の
管

理
す
る
豊
山
住
宅
を
活
用
す
る
協

定
を
結
ば
れ
た
。
こ
の
協
定
に
よ

り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
備
え
が

で
き
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
民
間
事
業
者
や
団

体
と
協
調
し
て
災
害
時
の
対
策
を

整
え
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
有
意

義
な
取
り
組
み
と
感
じ
て
い
る
。

Q
豊
山
町
総
合
防
災
訓
練
を
終

え
て
の
評
価
・
課
題
な
ど
に

つ
い
て
聞
く
。

A
企
画
調
整
部
長

総
合
防
災
訓
練
は
、
例
年
の

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
加
え

て
、
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
く
武

力
攻
撃
対
処
行
動
の
２
つ
の
災
害

想
定
の
も
と
で
実
施
し
た
。

　

訓
練
内
容
も
、
こ
れ
ま
で
の
見

学
型
か
ら
初
期
消
火
活
動
や
避
難

所
開
設
な
ど
の
体
験
型
へ
変
更

し
、
約
３
５
０
人
の
方
が
参
加
し

た
。

　

訓
練
に
対
す
る
評
価
は
、
災
害

対
策
本
部
活
動
訓
練
に
お
い
て
、

よ
り
実
践
に
近
い
内
容
と
す
る
た

め
、
役
場
会
議
室
で
図
上
訓
練
を

行
っ
た
こ
と
で
、
初
動
期
の
災
害

対
応
の
流
れ
を
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
く
武

力
攻
撃
対
処
行
動
訓
練
も
、
警

察
、
消
防
本
部
な
ど
に
よ
る
避
難

誘
導
活
動
や
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

最
低
限
取
る
べ
き
安
全
確
保
な

ど
、
実
行
動
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

で
き
た
。

　

課
題
は
、
会
場
内
の
暑
さ
対
策

や
防
災
広
報
啓
発
コ
ー
ナ
ー
へ
の

誘
導
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と

や
、
事
前
説
明
・
確
認
が
不
十
分

で
あ
っ
た
た
め
、
受
付
で
一
部
混

乱
し
た
場
面
が
あ
っ
た
。

　

現
在
、
関
係
者
な
ど
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
や
感

想
、
今
回
の
訓
練
で
得
ら
れ
た
評

価
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
実

践
的
か
つ
効
果
的
な
訓
練
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

Q
町
と
し
て
、
今
後
も
事
業
者

と
協
調
し
て
災
害
時
の
対
策

を
準
備
す
る
予
定
は
。

A
企
画
調
整
部
長

本
町
は
、
災
害
時
に
必
要
な

物
資
や
資
機
材
な
ど
を
迅
速
か
つ

効
果
的
に
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
に
、
24
件
の
災
害
協
定
を
民

間
事
業
者
や
団
体
と
締
結
し
て
い

る
。

　

直
近
で
は
、
令
和
４
年
９
月
に

愛
知
県
住
宅
供
給
公
社
と
豊
山
住

宅
の
空
き
住
戸
等
を
活
用
す
る
協

定
や
、
令
和
５
年
３
月
に
株
式
会

社
有
電
と
の
資
機
材
等
の
提
供
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

　

今
後
の
予
定
は
、
豊
山
住
宅
の

空
き
住
戸
の
一
部
を
町
の
災
害
時

必
要
物
資
の
保
管
施
設
と
し
て
活

用
す
る
協
定
締
結
に
向
け
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
関
連
業
者
な
ど
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
災
害
時
応

援
協
定
の
充
実
に
努
め
る
。

新たに住宅供給公社と締結
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Q.
志
水
小
学
校
区
の
交
通
安
全
対
策
は

A.
ゾ
ー
ン
30
の
導
入
を
検
討

Q
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

事
業
の
支
給
方
法
、
支
給
率

を
聞
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

支
給
方
法
は
、
出
産
応
援
金

は
、
親
子
健
康
手
帳
交
付
時
の
面

談
実
施
後
に
、
妊
婦
１
人
に
つ
き

５
万
円
を
、
子
育
て
応
援
金
は
、

乳
児
の
家
庭
に
全
戸
訪
問
後
に
、

子
ど
も
１
人
に
つ
き
５
万
円
を
指

定
さ
れ
た
口
座
へ
振
り
込
み
し
て

い
る
。

　

支
給
率
は
、
令
和
５
年
２
月
か

ら
８
月
末
ま
で
の
対
象
者
、
す
べ

て
の
方
へ
交
付
し
て
い
る
。

Q
現
在
、
３
カ
月
健
診
時
に
行

わ
れ
て
い
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
の
効
果
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
、

５
３
９
人
に
１
０
７
８
冊
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
。
保
護
者
か
ら
は「
子

ど
も
が
絵
本
を
見
る
様
子
を
初
め

て
み
て
、
読
み
聞
か
せ
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
親
子
の
愛
着
形
成

に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

Q
私
は
、
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
す
る
に
は
、
２
歳

か
ら
３
歳
の
と
こ
ろ
が
、
や
や
間

隔
が
あ
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
２
歳
か
ら
３
歳
で
２

回
目
の
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な

る
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
を
行

っ
て
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
は
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
心
の
成
長
を

育
む
と
と
も
に
、
更
な
る
読
書
習

慣
へ
つ
な
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

好
奇
心
や
探
求
心
が
旺
盛
に
な

り
共
感
や
思
い
や
り
が
芽
生
え
始

め
る
３
歳
を
迎
え
る
お
子
さ
ま
に

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
セ
カ
ン

ド
ブ
ッ
ク
事
業
の
実
施
を
検
討
し

た
い
。

　

本
町
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

と
り
わ
け
、
志
水
小
学
校
区
は
国

道
や
県
道
の
主
要
幹
線
に
囲
ま
れ

た
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝

夕
の
時
間
帯
に
流
入
す
る
通
行
車

両
が
多
く
、
住
民
の
生
活
や
子
ど

も
た
ち
の
通
学
の
安
全
性
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

Q
こ
の
課
題
解
決
に
令
和
３
年

度
に
は
、
交
差
点
ハ
ン
プ
と

狭
窄
を
設
置
さ
れ
た
。
効
果
は
ど

の
程
度
表
れ
て
い
る
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

国
土
交
通
省
の
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
を
用
い
て
設
置
前
後
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
速
度
抑
制
と
視
認
性

が
高
ま
り
、
車
両
の
走
行
速
度
や

一
時
停
止
状
況
（
38
％
→
49
％
）、

交
通
量（
５
２
８
台
→
３
９
８
台
）

に
改
善
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
交
差
点
ハ
ン

プ
と
狭
窄
が
抜
け
道
利
用
す
る
車

両
に
対
す
る
抑
止
力
と
な
り
、
幹

線
道
路
に
回
帰
さ
せ
る
効
果
が
あ

っ
た
と
考
え
る
。

Q
東
西
の
通
行
車
両
へ
も
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
町
道
58
号

線
と
町
道
６
号
線
が
交
わ
る
点
滅

信
号
交
差
点
の
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
も
併
せ
て
聞
く
。

A
企
画
調
整
部
長

現
在
、
町
で
は
当
該
地
区
の

さ
ら
な
る
対
策
と
し
て
、
区
域
を

定
め
て
時
速
30
キ
ロ
に
速
度
規
制

す
る
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
ハ
ン
プ
や
狭
窄
な

ど
の
安
全
対
策
を
必
要
に
応
じ
て

組
み
合
わ
せ
、
ゾ
ー
ン
内
に
お
け

る
車
の
走
行
速
度
や
通
り
抜
け
を

抑
制
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

指
摘
の
交
差
点
に
つ
い
て
も

「
ゾ
ー
ン
30
」
の
導
入
に
合
わ
せ

て
、
関
係
機
関
と
協
議
を
行
う
。
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私
は
、
議
員
に
就
任
し
て
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
解
決
す
る

た
め
、
行
政
に
要
望
、
調
査
な
ど

を
依
頼
し
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
、

豊
山
町
を
支
え
る
役
場
の
職
員

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、

し
っ
か
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

て
い
る
の
か
、
適
切
な
対
応
が
で

き
て
い
る
の
か
、
職
員
に
と
っ
て

働
き
や
す
い
環
境
が
で
き
て
い
る

の
か
と
、
疑
問
に
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。

　

今
回
の
質
問
を
行
う
に
あ
た

り
、
豊
山
町
役
場
で
働
く
職
員
の

皆
さ
ん
の
働
き
方
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
と
思
い
、
私
自
身
で
直

接
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
り
、

必
要
な
資
料
を
要
求
す
る
な
ど
、

調
査
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
の
調
査
で
感
じ
た
こ
と
は
、

大
き
く
２
つ
あ
る
。
１
つ
目
は
、

時
間
外
勤
務
の
推
移
を
見
る
と
、

年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
、
２
つ
目
は
、
若
い
職
員
と

管
理
職
と
の
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

Q
町
を
支
え
る
職
員
の
皆
さ
ん

の
労
働
環
境
の
見
直
し
や
一

部
の
職
員
に
か
か
っ
て
い
る
業
務

負
担
を
分
担
す
る
な
ど
、
当
事
者

だ
け
で
な
く
、
町
長
を
は
じ
め
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
職
場
環

境
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
次

世
代
を
担
う
若
い
職
員
が
よ
り
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
総
務
部
長

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
行

政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
年
々
多
様

化
、
複
雑
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
10
年
で
若
い
職
員
の
割
合
が

急
激
に
増
え
て
き
て
い
る
。
町
と

し
て
も
若
い
職
員
の
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
育
て
て
い
く

の
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

社
会
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い
職

員
が
自
ら
考
え
る
必
要
性
を
感

じ
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
職
場
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q
現
在
、
町
で
は
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
向
け
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

予
定
は
。

A
総
務
部
長

現
在
、
庁
内
で
公
募
し
た
若

手
職
員
に
よ
り
「
自
ら
考
え
、
自

ら
判
断
し
行
動
で
き
る
自
律
型
人

材
の
育
成
」
を
掲
げ
た
新
た
な
人

材
育
成
方
針
を
策
定
し
た
ほ
か
、

若
手
職
員
が
活
躍
し
や
す
い
職
場

づ
く
り
に
向
け
、
係
制
を
廃
止
し

て
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
、
若
手

職
員
を
い
ち
早
く
登
用
し
、
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
へ
の
変

更
を
行
っ
た
。
ま
た
、
14
パ
タ
ー

ン
の
勤
務
時
間
か
ら
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
時
差
勤
務
制
度
を
導

入
し
、
職
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
働
き
方
を
可
能
に
し
た

ほ
か
、
職
場
に
お
け
る
職
員
の
孤

立
や
精
神
的
不
安
の
解
消
を
目
指

し
た
メ
ン
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、

複
雑
化
す
る
職
員
の
ス
ト
レ
ス
軽

減
に
努
め
る
な
ど
、
新
た
な
時
代

を
担
っ
て
い
く
若
い
世
代
に
と
っ

て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
こ

う
し
た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

と
並
行
し
て
、
業
務
効
率
化
に
向

け
た
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
Ｄ

Ｘ
の
更
な
る
推
進
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

Q
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

は
、
職
員
の
労
務
管
理
に
も

力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
職
員

の
時
間
外
勤
務
を
適
切
に
管
理
す

る
た
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。
具
体
的
な

取
り
組
み
の
考
え
は
。

A
総
務
部
長

令
和
６
年
４
月
か
ら
庶
務
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
適
切
な

労
務
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

　

労
務
管
理
だ
け
で
な
く
、
時
間

外
勤
務
が
生
じ
る
原
因
を
職
場
内

で
話
し
合
う
な
ど
、
時
間
外
勤
務

に
対
す
る
職
員
の
意
識
向
上
に
も

努
め
て
い
く
。



A.自律型人材の育成・意識改革A.建設場所を検討している
Q.

い わ し た

岩下竜也 議員
IWASHITA Tatsuya

た つ  やさ か  た  よ し お  

坂田芳郎 議員
SAKATA Yoshio

本人の申し出により、編集せず
原文のまま掲載しています。

中学校移転話の
進捗状況を伺う Q.質の高い行政サービスを行うには
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一
般
質
問

一
般
質
問

議
案 

P
I
C
K 

U
P

議
案 

P
I
C
K 

U
P

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

　

方
々
の
指
摘
を
受
け
、

　
　
　

明
言
を
お
願
い
し
た
い
。

令
和
２
年
１
０
月
、
町
長
は
「
住

み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
と
称
し
て
「

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
新

し
い
豊
山
を
つ
く
る
６
つ
の
約
束

」
な
る
具
体
策
を
唱
え
た
。

　

其
の
一
つ
。　
「
豊
山
中
学
校

を
移
転
・
新
築
し
ま
す
。」
と
。

決
意
を
も
っ
て
断
言
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
件
に
つ
き
、
伺
う
。

広
報
と
よ
や
ま　

令
和
４
年
９
月

号
特
集
に
於
い
て
「
目
指
す
べ
き

中
学
校
の
あ
り
方
」
が
ま
と
ま
り

ま
し
た　

と
あ
る
。
冒
頭
に
お
い

て
、「
改
築
整
備
を
前
提
と
し
た

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。」
と
。

　

然
し
乍
ら
、
町
公
式
Ｈ
Ｐ
掲
載

  「
目
指
す
べ
き
中
学
校
の
あ
り
方

　

令
和
４
年
８
月　

豊
山
町
中
学

校
施
設
整
備
基
本
構
想
会
議
」
／

５
６
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
最
終
ま
と
め

案
資
料
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
改
築

整
備
と
は
、　
〝
建
設
候
補
地
〟
の

検
討
を
も
含
め
た
協
議
内
容
の
掲

載
と
な
っ
て
い
る
。
「
豊
山
中
学

校
改
築
候
補
地
比
較
表
」
に
あ
っ

て　

１
、
現
豊
山
中
学
校　

２
、

豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル
と
駐
車
場
、

豊
山
グ
ラ
ン
ド　

３
、
そ
の
他

と
し
て
、
１
６
項
目
に
及
ぶ
詳
細

な
比
較
表
を
作
成
し
解
説
し
て
い

る
。　
　

こ
こ
で
尋
ね
る
。

Q
「
豊
山
中
学
校
改
築
候
補
地
」

。
こ
こ
で
言
う
改
築
候
補
地

な
る
文
言
の
意
味
を
伺
う
。

A
現
行
の
中
学
校
の
校
舎
を
取

り
壊
し
て
、
新
た
に
校
舎
を

建
て
る
際
に
、
ど
こ
に
建
て
る
か
、

そ
の
候
補
地
と
い
う
意
味
で
す
。

Q
要
す
る
に
、
移
転
す
る
の
か

し
な
い
の
か
。
一
言
に
て
ご

答
弁
願
い
た
い
。　

後
、
理
由
を

伺
う
。

A
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
豊

山
町
中
学
校
施
設
整
備
基
本

構
想
会
議
で
意
見
を
伺
う
な
ど
し

て
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

Q
其
の
理
由
を
伺
う
。

A
目
指
す
べ
き
中
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
何
が
最
適
か
、

建
設
場
所
を
含
め
フ
ラ
ッ
ト
な
立

ち
位
置
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
豊
山
町
中
学
校
施

設
整
備
基
本
構
想
会
議
に
よ
り
ま

と
め
ら
れ
た
「
目
指
す
べ
き
中
学

校
の
あ
り
方
」
で
は
、
改
築
候
補

地
に
つ
い
て
、
敷
地
面
積
、
通
学

距
離
、
工
事
期
間
中
の
学
習
生
活

環
境
等
、
複
数
の
要
素
を
基
に
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重

に
建
設
場
所
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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発行：愛知県豊山町議会
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私たちの声を届けたよ （関連記事P16）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりました
・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

P4～6

P7～15

P 16

議案PICK UP

8人が一般質問

子ども議会

学校のトイレをきれいに

放課後の遊びについて

子ども消防クラブについて

5

6

7

8

9

坂口　恵翠

加藤　知輝

縄田　健人

山口　蓮

内山　斡大

子供会の減少と対策は

子どもたちが安全に通行できる歩道を

給食の量を増やしては

1

2

3

4

志水　亮太

太田　陽葵

太田　樹

石黒　巧真

議長 内山　斡大 志水　亮太
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子
ど
も
議
員
か
ら

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

８．２８（月）

広報編集委員

委 員 長 岩村 みゆき

委　　員 岡島 政信／岡島 剛／岩下 竜也

副委員長 作野 桂子

①学校の体育館や社教センターに
　エアコン設置を
②スカイプール廃止の理由は

①小学校の部活動について
②スポーツ少年団の入団者数について

①部活動が無くなった理由は
②議会に地空人はくるのか
③ボール遊びができる公園が少ない
　という質問のその後について

12月　4日（月）　開会・議案説明
　　  11日（月）　一般質問
　　  12日（火）　議案質疑

13日（水）　福祉建設委員会
　　　　　  総務文教委員会
14日（木）　予算決算特別委員会
15日（金）　討論・採決・閉会

開始時間は午前9時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

次回定例会の予定

P2・3町制50周年の感謝
（令和４年度決算） 町のホームページから子ども議会をご覧いただけます。

https://www.town.toyoyama.lg.jp/chosei/gikai/1005710.html議員は選挙区内の方に、答礼のための自筆によるもの
を除き、年賀状、寒中見舞いなどの挨拶状を出すことを
禁止されています。
ご理解をお願いします。

年賀状などの挨拶状の禁止

　
今
回
議
長
と
い
う
大
役

を
体
験
で
き
、
緊
張
し
ま

し
た
が
自
信
が
つ
き
色
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
議

会
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

も
知
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
と
て
も
良
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
。

　
始
め
は
き
ん
ち
ょ
う
し

た
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
な

れ
て
最
後
に
は
き
ん
ち
ょ

う
な
ん
て
な
く
な
り
ま
し

た
。
貴
重
な
体
験
が
出
来

て
よ
か
っ
た
で
す
。
地
空

人
く
ん
が
来
た
の
は
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
、
僕
は
初
め
て
子

ど
も
議
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
質
疑
で
子
ど
も
議
員

と
し
て
立
っ
た
時
は
少
し

緊
張
し
ま
し
た
が
、
普
通

で
は
味
わ
え
な
い
体
験
が

出
来
て
と
て
も
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
次
回
も

参
加
し
て
今
度
は
議
長
に

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
子
ど
も
議
会

で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

ま
し
た
。

　
あ
と
は
、
校
外
学
習
で

も
行
け
な
い
、
町
長
さ
ん

が
議
会
を
す
る
と
こ
ろ
に

も
入
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

志
水

　亮
太

坂
口

　恵
翠

山
口

　蓮

縄
田

　健
人


